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●地域福祉活動計画とは…
地域福祉活動計画は、地域に暮らす人たち一人ひとりをはじめ、社会福祉協議会、地元の商店、企業、学
校、福祉施設、NPO法人、区役所など、その地域に関係ある全ての方々が、地域社会を担う一員として、
自分の地域について考え、みんなで住みよい地域づくりを行っていくための行動計画です。

　平成21年度から平成２５年度までの５ヵ年を計画期間とする「みなみひまわりプラン
２｣は、昨年度中間年を迎え、地域住民・関係機関のみなさんとともに３つのグループに
分かれ、さまざまな取り組みを実施してきました。
　今回は、グループごとに全14実施項目からピックアップした項目について、これまで
の歩みと今後の実施計画などをご紹介いたします。

地域で支えあう関係づくり

夏季ボランティア講座夏季ボランティア講座
～学生の皆さん、夏休みは福祉施設等でボランティアをしてみよう！～

貴重なご寄付、ありがとうございました。厚くお礼申し上げます。
南区の地域福祉の推進に活用させていただきます（敬称略　順不同）

●宝南学区地域福祉推進協議会､宝南学区女性会　●名古屋南モラロジー事務所
●アピタ名古屋南店　●ピアゴアラタマ店　●ピアゴラフーズコア柴田店
●匿名２件

総 額　398,380円 (平成 24年１月１日～３月３１日）　

〒457‒0058 前浜通3‒10 南区役所庁舎4階
TEL ８２３－２０３５ FAX ８２３－２６８８

活動期間　７月２３日(月)～８月２６日(日)の各週月曜日から日曜日までの３日間
活 動 先　区内の社会福祉施設、地域ボランティアグループなど
対 象 者　南区内在住または在学の中学生以上の学生で、３日間全て活動可能な方。
参 加 費　無料。ただし、ボランティア活動保険料(２５０円)及び必要な場合のみ
 検便代(３００円)の自己負担あり。
募集定員　１００人程度(申込み多数の場合は抽選）
事前研修　７月２０日(金)午後２時～南区役所講堂
申し込み　南区内の中学・高校の方は、担当の先生に、それ以外の方は
 ６月１１日(月)必着で申込書を下記まで郵送あるいは持参してください。
 ※申込書は下記で配布。

申込先・問い合わせ先

南区社会福祉協議会　夏季ボランティア講座係

 実施項目No.1「防災ずきんづくりで地域の
交流」No.2「地域で防災」では、防災ずきん
づくり講座を通して３年間で４７５名の方と

交流を深め、また、名古屋みなみ災害ボランティアネット
ワークとともに「救命講習会」や「防災イベント」などを開
催し、防災意識の向上を図りました。

 実施項目No.1・No.２を統合し、地域での防災意識の向上を図るとともに､
地域での助け合いの体制づくりを目標に具体的な活動に取り組んでいきます。

宝南学区地域福祉推進協議会
宝南学区女性会様より
ご寄付をいただきました。

防災ずきんづくりで地域で交流

子育てマップ作成の様子

これまでの
主な取り組み

今年度
ここに注目

　実施項目No.3「子どもの視点も活かした自分たちのまち
調べ」では、中学・高校生の有志９２名が調べた「公園マッ
プ｣、２グループの南区お父さんクラブが実施した「まち調
べ探検（公園調べ)」などの内容を含めた「(中学校区域別)
子育てマップ」の作成に取り掛かりました。

名古屋南モラロジー事務所様
よりご寄付をいただきました。

マルハン名古屋南店様より、
お菓子のご寄付をいただき
ました。
子育てサロンや高齢者サロン
などで活用させていただき
ました。

ロイヤル工業株式会社様より､
編み機の玩具のご寄付をい
ただきました。障がい児の
通園施設、幼稚園保育園など
で活用させていただきます｡

ロイヤル工業(株)の玩具で遊ぶアーチさくらの子どもたち▲ 明治学区ふれあいサロンいりぁーせにて▲

１グループ

（第２次地域福祉活動計画）
みなみひまわりプラン２

中間報告及び２４年度活動計画

「募金ができる自動販売機」をご存じですか？

しかし、まだまだ復興には時間がかかります。義援金の受け付け期間が 平成２４年９月３０日まで 延長
決定されました。引き続き皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

多種多様な人材を活かした事業づ
くり

つながりができる仕組みづくり

●受け付け件数　185件　　●累計額　21,526,282円 平成23年３月14日～
　平成24年３月31日時点

集まりました義援金は中央共同募金会を通じて、被災地に分配されています。

　実施項目No.６「男性が地域活動をするためのきっ
かけづくり」では、仕事が忙しくなかなか地域活動に
参加できない若い男性が、子どもと一緒に楽しい企

画に参加しながら気軽に地域とつながりをもてるよう、「お父さんと
子どものチャレンジセミナー」を開催しました。参加者の有志により
ボランティアグループ「南区お父さんクラブ」が結成され、活動をス
タートさせることができました。
　実施項目No.７「地域における世代間交流事業の把握と他事業との
コラボレーション」では、お年寄りと子どもが世代を越えて地域で
つながりあえるような仕組みをつくるため、「世代間交流事業」の企画、提案、促進を行いまし
た。この取り組みにより、保育園や子育てサロン、高齢者サロンやはつらつクラブなど、たくさんの
交流が生まれました。
　実施項目No.８「福祉に関心をもってもらうための働きかけと福祉を支える人材づくり」では、毎年ボラ
ンティア養成講座を実施し、ボランティアの新たな人材確保に努めました。また、企業の社会貢献活動
とコラボレーションし、本会の事業にご協力いただく形で企業とのつながりづくりも推進してきました｡
　実施項目No.９「趣味活動など既存活動者の把握と働きかけ」では、趣味のサークルなどが、自分た
ちの活動を生かしてボランティア活動につなげられるよう、働きかけを行いました。この取り組みに
よって、新たなボランティア活動者が生まれました。

　昨年までに引き続き、男性・学生・趣味活動者・企業など、大きな力がありながらも今
まで地域活動につながっていなかった層へ働きかけをし、南区の地域福祉の担い手を増やす
ことを目指します！そのために、若い男性向けの講座を小地域単位で実施したり、３グルー

プの「ここバリすぽっと」と連携しながら企業との協働事業についても検討していけたらと思います。

　福祉関係制度の改訂に伴い障がい児者施設等情報誌「さわやか」WEB版の情報更新
を行うとともに、情報誌「さわやか｣(第３版）を発行します。また、引き続き「ここ
バリすぽっと」の募集をおこない福祉意識の啓発に努め、障がい児･者の参加しやすい

行事や、南区障がい者自立支援協議会との協働による事業を実施していきます。

　平成２１年度におこなった実施項目No.１０「障が
い児･者およびその家族の意識調査」をもとに、No.
１１「障がい児･者が参加しやすい地域行事の実

施」として、障がいのある方とない方とがふれあう機会づくりを検
討・試行実施しています。
　また、実施項目No.１２「福祉施設の情報を発信するシステムの
構築」では、南区障がい者自立支援協議会の協力を得て、南区内障が
い児者施設等情報誌「さわやか」のWEB版として本会ホームページに
情報を掲載しています｡
　No.１３「福祉協力店(仮称)の募集」では、小さな思いやり＝｢心
のバリアフリー」を広げていこうという趣旨に賛同いただいた店
舗・施設等を「ここバリすぽっと」として、約７５か所認定させてい
ただきました。また、介護サービスを受けている方や障がいのある方
の作品展、障がい者理解につながる講演会、研修会などを開催しまし
た。
　これらに、マスコットキャラクターの活用といったNo.１４「福
祉活動のPR方法の構築」をあわせて、広報活動や福祉活動の拠点づ
くりを通じて『つながりができる仕組みづくり』をすすめています。

　はつらつクラブとは市内在住の６５歳以上の方を対象
に介護予防の理解を深め地域活動などへの参加促進を
目的に南区では８会場実施しています。
　２４年から新たに新設された伝馬学区での様子を紹介
します。

　４月４日に開所式を行い、参加者はボランティアさん含め２１人で楽しく活動しています。健康体操や絵手
紙、レクリエーションなど “自分のことは自分で、できないことは助け合う”をモットーに介護予防や友達作り
を進めています。「やりたいと思っていてもなかなかできなかった絵手紙など体験できていい刺激になった」
「近所に顔見知りが居なく閉じこもりがちだったがお友達ができて外出するようになった」などの声が寄せ
られています♡

　この自動販売機は、他の自動販売機と同じ金額で飲み物を買うと、その売上の
一部が赤い羽根共同募金に募金されるものです。
このほか、飲み物を買う方が募金ボタンを押して寄付するタイプの自動販売機も
あります。
　また、災害救援機能（非常時にはお金を入れなくてもボタンを押すだけで飲み
物が出る機能）を付けることもできます。
　本会では、募金機能付き自動販売機の設置を推進しています。ご関心がござい
ましたら、下記連絡先までぜひご連絡ください。

「募金ができる自動販売機」をご存じですか？

東日本大震災義援金のご報告

お問合せ：南区共同募金委員会（TEL 823-2035　南区社会福祉協議会内）

興味のある方はお問い合わせください♡　　ＴＥＬ０５２－８２３－２０３５（担当：竹内・野﨑）
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新聞紙一枚で大人 3人が入る大きな
輪をのりを使わずにはさみだけで作
る方法を考えています・・・
皆様はわかりますか？？

◀レクリエーションの様子…◀レクリエーションの様子…

区政協力委員会委員長さんをはじめ
地域の方に挨拶いただきました。
初めての顔合わせなので皆様少し緊
張ぎみです・・・

▲開所式の様子…▲開所式の様子…

昨年３月１１日に発生しました、東日本大震災から１年が経ちました。
南区では皆さまのご協力でたくさんの義援金が集まりました。誠にありがとうございます。
昨年３月１１日に発生しました、東日本大震災から１年が経ちました。
南区では皆さまのご協力でたくさんの義援金が集まりました。誠にありがとうございます。

お父さんと子どものチャレンジセミナーの様子

２グループ

車いすの方も参加されている
「さわやかウォーク」

障がい児・者が参加しやすい
地域行事の実施

障がいのある子どもたちから
高齢の方までの力作を集めた作品展

はつらつクラブ後期（10～3月）の募集は8月頃に広報なごや等で掲載します。はつらつクラブ後期（10～3月）の募集は8月頃に広報なごや等で掲載します。

できました★
できました★
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タートさせることができました。
　実施項目No.７「地域における世代間交流事業の把握と他事業との
コラボレーション」では、お年寄りと子どもが世代を越えて地域で
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ちの活動を生かしてボランティア活動につなげられるよう、働きかけを行いました。この取り組みに
よって、新たなボランティア活動者が生まれました。

　昨年までに引き続き、男性・学生・趣味活動者・企業など、大きな力がありながらも今
まで地域活動につながっていなかった層へ働きかけをし、南区の地域福祉の担い手を増やす
ことを目指します！そのために、若い男性向けの講座を小地域単位で実施したり、３グルー

プの「ここバリすぽっと」と連携しながら企業との協働事業についても検討していけたらと思います。

　福祉関係制度の改訂に伴い障がい児者施設等情報誌「さわやか」WEB版の情報更新
を行うとともに、情報誌「さわやか｣(第３版）を発行します。また、引き続き「ここ
バリすぽっと」の募集をおこない福祉意識の啓発に努め、障がい児･者の参加しやすい

行事や、南区障がい者自立支援協議会との協働による事業を実施していきます。

　平成２１年度におこなった実施項目No.１０「障が
い児･者およびその家族の意識調査」をもとに、No.
１１「障がい児･者が参加しやすい地域行事の実

施」として、障がいのある方とない方とがふれあう機会づくりを検
討・試行実施しています。
　また、実施項目No.１２「福祉施設の情報を発信するシステムの
構築」では、南区障がい者自立支援協議会の協力を得て、南区内障が
い児者施設等情報誌「さわやか」のWEB版として本会ホームページに
情報を掲載しています｡
　No.１３「福祉協力店(仮称)の募集」では、小さな思いやり＝｢心
のバリアフリー」を広げていこうという趣旨に賛同いただいた店
舗・施設等を「ここバリすぽっと」として、約７５か所認定させてい
ただきました。また、介護サービスを受けている方や障がいのある方
の作品展、障がい者理解につながる講演会、研修会などを開催しまし
た。
　これらに、マスコットキャラクターの活用といったNo.１４「福
祉活動のPR方法の構築」をあわせて、広報活動や福祉活動の拠点づ
くりを通じて『つながりができる仕組みづくり』をすすめています。

　はつらつクラブとは市内在住の６５歳以上の方を対象
に介護予防の理解を深め地域活動などへの参加促進を
目的に南区では８会場実施しています。
　２４年から新たに新設された伝馬学区での様子を紹介
します。

　４月４日に開所式を行い、参加者はボランティアさん含め２１人で楽しく活動しています。健康体操や絵手
紙、レクリエーションなど “自分のことは自分で、できないことは助け合う”をモットーに介護予防や友達作り
を進めています。「やりたいと思っていてもなかなかできなかった絵手紙など体験できていい刺激になった」
「近所に顔見知りが居なく閉じこもりがちだったがお友達ができて外出するようになった」などの声が寄せ
られています♡

　この自動販売機は、他の自動販売機と同じ金額で飲み物を買うと、その売上の
一部が赤い羽根共同募金に募金されるものです。
このほか、飲み物を買う方が募金ボタンを押して寄付するタイプの自動販売機も
あります。
　また、災害救援機能（非常時にはお金を入れなくてもボタンを押すだけで飲み
物が出る機能）を付けることもできます。
　本会では、募金機能付き自動販売機の設置を推進しています。ご関心がござい
ましたら、下記連絡先までぜひご連絡ください。

「募金ができる自動販売機」をご存じですか？

東日本大震災義援金のご報告

お問合せ：南区共同募金委員会（TEL 823-2035　南区社会福祉協議会内）

興味のある方はお問い合わせください♡　　ＴＥＬ０５２－８２３－２０３５（担当：竹内・野﨑）
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新聞紙一枚で大人 3人が入る大きな
輪をのりを使わずにはさみだけで作
る方法を考えています・・・
皆様はわかりますか？？

◀レクリエーションの様子…◀レクリエーションの様子…

区政協力委員会委員長さんをはじめ
地域の方に挨拶いただきました。
初めての顔合わせなので皆様少し緊
張ぎみです・・・

▲開所式の様子…▲開所式の様子…

昨年３月１１日に発生しました、東日本大震災から１年が経ちました。
南区では皆さまのご協力でたくさんの義援金が集まりました。誠にありがとうございます。
昨年３月１１日に発生しました、東日本大震災から１年が経ちました。
南区では皆さまのご協力でたくさんの義援金が集まりました。誠にありがとうございます。

お父さんと子どものチャレンジセミナーの様子

２グループ

車いすの方も参加されている
「さわやかウォーク」

障がい児・者が参加しやすい
地域行事の実施

障がいのある子どもたちから
高齢の方までの力作を集めた作品展

はつらつクラブ後期（10～3月）の募集は8月頃に広報なごや等で掲載します。はつらつクラブ後期（10～3月）の募集は8月頃に広報なごや等で掲載します。

できました★
できました★




